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ランチシフト実施直前に混乱！？実施職場が急遽拡大

節電対策の実効性よりも、政策パフォーマンス優先に転換か？
すでに熱中症で死亡者も！節電のみの強調は、高齢者や病弱者に大きな負担を強います

節電対策での「ランチシフト」は了とするも
東日本大震災で発生した原発事故による電力不足に対応する県の節電対策の一環として、「ランチシフト」の取り組みが行われます。これは脱原発への志向を含めた黒岩知事の方針である太陽光発電＝ソーラーパネルの普及方針とともに、今日的課題として基本的に賛同の意を表したいと思います。

しかし、この「ランチシフト」の取り組みに当たり、当初、業務上の支障がある所属は対象外とする方針が示されたのにもかかわらず、直前になり、不実施となる所属の見直しが行われ、昼休み時間を設けていた県民利用施設や県税事務所、労働センターなど多くが実施することとされました。

変更するなら十分な職場周知・労使協議を！

当初の各職場の業務実態を踏まえた実施・不実施の決定を変更するのであれば、当然職員にその結果や理由を周知すべきですし、当初の実施予定職場を前提に合意した組合と再度協議すべきであり、トップダウン的に唐突に実施職場の変更が行われたことは問題です。
県民サービス確保、一斉休憩原則遵守が前提

また、県民対応の多い窓口や県民向け事業の職場については、サービス低下を防ぐために、「ランチシフト」時間帯でも事務事業を実施せざるを得ず、余計な職員配置が必要となり、担当によって休憩時間帯が変則・交代となるなど、労働基準法の一斉休憩原則が遵守できなくなるとともに、休憩施設のない職場では交代休憩により、落ち着いて休憩できないなどの問題も生じます。

実際上、節電に反し、余計な電力を使用！？
サービスの低下、混乱も心配

特に県民対応が多い窓口や県民向け事業実施職場では、従来から定着した、また広報してきた窓口対応時間を変更できないことや、実施時間が変更できない事業のために余分な人員の配置が必要となるなど、少なからず県民サービス低下、混乱が生じることは避けられません。

事実上、「これまでの」昼食時間帯も、「シフト後」の昼食時間帯も県民対応をすることになりかねず、節電に反する事態も予想されます。

実効性よりアピールが優先なら、

当初からそう指示すべき
しかし、政策判断として、節電の実効性よりアピール優先を基本とするのであれば、当初から無理を承知で方針を示すべきであり、緊急避難的な政策判断としてありえるものと考えます。

ただし、「実施職場が少ないのはまずい」という小役人根性で、途中で方針を変更したのであれば、場当たり的で、現場の業務に対する認識が乏しい、当局の机上の方針として批判されるべきです。

節電も職場実態にあわせた対策を!
　7月以降の節電について、「冷房は朝昼各1時間のみ」という周知をしている職場があります。

　窓が開けられる職場で、曇りで風がある日ならばそれもありでしょう。

しかし、空調を前提として窓が開かない建物、米軍機の騒音で窓が開けられない職場、県には様々な立地や建物があります。

冷房にしても、その主動力源が電気なのかボイラーなのかによって、運転を停止する必要性は全く異なります。
また、｢節電」を理由にエレベータを全機停止している庁舎もあります。

「節電対策」はおかれている条件に応じて自ずと違いがあるはずです。一律的、極端な対応は、来庁者に不便な思いをさせ、職員の健康に悪影響を与えるだけで、節電効果は疑問です。

精神論ではなく合理的な節電を
そして何より気がかりなのは、「節電」一辺倒のその考え方です。

一人ひとりの生活を守るための「節電」が、何時しか節電が目的になり、その方法や効果を合理的に検証することなく、ともかく「節電に協力しろ」という風潮は、「節電ファシズム」ともいうべき大変危険な兆候です。

「節電」のみの大合唱は、例えば、体温調節機能が低下している高齢者にとっては｢いのち｣にかかわることです。高齢者世帯にはむしろ「エアコンを使って『熱中症』を予防しましょう」くらいの広報をすべきです。

一人ひとりの「いのち」や健康、権利を守ることを第一として、その上でそれぞれができる、無理のない、合理的な「節電対策」を、きめ細かく提案していくことが県の役割です。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































